
１　施設の概要

２　指定管理者の業務

３　施設の管理体制

名 名 名 名 名

４　施設の利用状況 　　

前々年度

前年度

2,262

計

221 321 400

82 277

施設毎
利用料金収入

（千円）

元年度

161

167 82

400 222 120前々年度 34 10 49 164 160

745 598 313

733 307

2,977前年度 156 82 62 193 220

351 499 770 249 975 5,391

１月 ２月 ３月 計

４年度 180 390 254 288 395

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

1,059 588 534 738 8,565

月別利用
料金収入
（千円）

４月 ５月 ６月

10,594

前々年度 239 188 281 723 771 580 1,297 1,567

1,280 2,015 1,720 682 473 808

1,483 797 944 2,030 15,144

426 350 821 739 618

１２月 １月 ２月 ３月 計

４年度 814 1,301 1,217 726

８月

前年度 662

９月 １０月 １１月

1,210 906 1,817 1,899利用者数
（人）

４月 ５月 ６月 ７月

総務課長 総務主任 施設専門員 （2名）

（R4.4.1時点）

地域文化コーディネーター

パート職員

（2名）

4 計 9

管理体制

正職員 3 嘱託職員 2 派遣職員

館長 事業課長 事業主任 物販専門員

利用料金等 「徳島県立阿波十郎兵衛屋敷の設置及び管理に関する条例」に基づき知事が承認した額

開館日・休館日等 １月１日から同月３日まで及び１２月３１日

指定管理者の業務内
容

・阿波人形浄瑠璃の公演、講座等を開催すること
・阿波人形浄瑠璃に関する資料(以下「人形浄瑠璃資料」という。)を展示すること
・阿波人形浄瑠璃に関する情報を収集し、及び提供すること
・その他十郎兵衛屋敷の設置の目的を達成するために必要な事業を実施すること
・施設、人形浄瑠璃資料等の維持管理(知事が指定する補修等を除く。)に関する業務
・利用料金に関する業務
・その他十郎兵衛屋敷の管理に関し知事が必要と認める業務

設置年月日 平成１８年４月１日

設置目的 阿波人形浄瑠璃の振興を図ることにより、県内外の人の交流を促進し、及び豊かな県民文化の発展に寄与する

施設内容 母屋、長屋門、上演舞台、観覧席、展示室など

指定管理者名 特定非営利活動法人阿波農村舞台の会 指定期間 令和４年４月１日～令和９年３月３１日

施設所管課 文化・未来創造課 【連絡先】 ０８８－６２１－２１１９

別紙様式１

令和４年度　指定管理者運営状況点検・評価シート

対象施設名 徳島県立阿波十郎兵衛屋敷 施設所在地 徳島市川内町宮島本浦１８４
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５　収支の状況

６　コスト削減・サービス向上に関する取組状況

７　自主事業の取組状況

サービス向上の取組

・定期公演前の前説の内容を外国語版に翻訳し、外国人に翻訳文を配布するほか、舞台上部の字
幕モニターに浄瑠璃の内容を表示（日本語・英語）したり、ホームページに英語版の専用ページ
を設けるなど、外国人等が公演や展示の内容を理解しやすいよう工夫を行っている。
・定期上演時間外の来館者に対しても、上演場で阿波人形浄瑠璃のビデオ放映することにより人
形浄瑠璃を鑑賞できる環境を整えている。
・シルバーボランティアによる「阿波十郎兵衛屋敷 観光ボランティアガイド」を実施してい
る。
・売店や受付において、電子決済サービスを導入し、利用者の利便性を高めた。
・入口での手指消毒や観客席での適切な距離の確保など、新型コロナウイルス対策を行い、WITH
コロナ・アフターコロナに対応した安全安心な管理運営を実施している。

自主事業取組状況

・文化観光として、新ルートを開設した「水上タクシー」の実施等、コロナ禍においても来館者
が様々な観点から人形浄瑠璃の魅力を感じられるよう工夫を施した企画を実施した。
・館のホームページに加え、インスタグラムやフェイスブック等様々な広報媒体を活用し情報発
信を強化するとともに、学校の出前授業や各種会議、農村舞台などへの派遣公演を通じ、人形浄
瑠璃の魅力発信に努めた。
・徳島市内宿泊施設などと連携して、阿波十郎兵衛屋敷の入館を組み込んだ旅行プランの設定を
実施した。
・小学校の出前授業では3Dプリンタを活用し、人形の組立てを実際に体感してもらうなど、人形
浄瑠璃に関心を持ってもらう授業を実施した。

収支 -1,207 -3,052 -3,091

コスト削減の取組

①人件費について、
　業務量に応じた臨機応変な人員配置、変則勤務時間体制の採用による効率的な業務執行を行っ
ている。
②管理運営費について、
　徹底した事務の改善や見直しや、エコオフィス活動による印刷製本費などの諸経費の削減に努
めている。
　事務用品の購入などにおいて、効率的な事務執行により経費の削減を図っている。
　一部の舞台道具の制作や日常の清掃業務を職員が行うとともに、新型コロナの状況をみながら
効率的な公演回数の調整を行うなど、経費の削減に努めている。

その他

計 48,356 40,956 37,679

12,003 9,932 11,315

事業費 19,741 15,858 11,564

計 47,149 37,904 34,588

支
出

人件費 16,612 15,166 14,800

維持管理・運営費

その他 7,751 3,874 3,658

収
入

指定管理料 34,007 31,053 28,668

利用料金収入 5,391 2,977 2,262

事業収入

（単位：千円）

項　目 令和４年度 令和３年度（前年度） 令和２年度（前々年度）
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８　管理運営業務に係る点検・評価

⑨安全管理
　・安全管理体制、事故防止体制
　・災害等発生時の対応体制
　・マニュアルの整備、職員教育
　・個人情報保護への適正対応

A

・日常点検、定期点検を実施し、施設の安全管理に努め
ている。
・緊急時対応マニュアル及び連絡体制が整備され、職員
に周知徹底されている。
・個人情報保護要綱を制定し、職員に周知し、情報管理
に努めている。

⑦地域への貢献
　・地元雇用の状況
　・地元企業への業務委託 A

・地元雇用、地元企業への業務委託の徹底が図られてい
る。

⑧地域との連携
　・地元団体等との連携

A
・業務計画書に記載のとおり、地域との連携が図られて
いる。

⑤管理運営体制等
　・管理運営業務計画書
　・職員の配置、研修計画
　・諸規程の整備
　・利用料金の徴収、減免
　・モニタリングの実施状況

A

・業務計画書に基づき、職員の配置や研修等が実施され
ており、適正な施設の維持管理に努めている。
・利用料金の徴収、減免が適正に実施されている。
・月次報告書、事業報告書が適正に提出されている。
・適宜、セルフモニタリングを実施し、月次報告書等に
より県に報告がなされている。

⑥職員体制
　・職員の労働条件

A ・業務計画書に記載のとおり、適正に履行されている。

③適正な維持管理
　・施設の保守管理・修繕
　・年間作業計画に基づく適正な維持管理
　・県備品等の適正な管理 A

・施設設備の管理計画により、適正に保守点検が実施さ
れている。
・県有備品等の管理が適正に行われている。

④収支計画
　・収支計画の達成状況
　・コスト削減の状況
　・外部委託の状況 B

・事業実施における印刷費等の節減や、管理運営におけ
るエコオフィス活動等により、経費の削減が図られてい
るものの、経常収支が赤字となった。
・業務計画書に基づき、外部委託が適正に実施されてい
る。

①利用者ニーズの把握・分析と利用促進
　・利用者ニーズの把握
　・利用者ニーズへの対応
　・施設の利用促進

A

・来館者及びツアー観光客の添乗員等に対して、適宜、
アンケート調査を実施し、利用者ニーズの把握に努めて
いる。
・利用者ニーズを職員で共有するとともに、改善策を検
討し、管理運営に反映させている。
・HPやSNS等を活用し、積極的に施設の利用促進を図った
こともあり、新型コロナウイルス感染症の影響が続く
中、利用者数は前年度を上回った。

②自主事業
　・計画した自主事業の実施

A
・施設の運営業務を補完する事業が効果的に実施されて
いる。

項　　　　　　目 評　価 点　検　結　果
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〈評価指標〉 Ｓ：協定書の内容や目標を上回る成果があり、優れた管理運営が行われている。
Ａ：概ね協定書の内容どおりの成果があり、適正な管理が行われている。
Ｂ：協定書の内容や目標を下回る項目があり、さらなる工夫や努力が求められる。
Ｃ：管理運営が適正に行われたとは認められず、改善を要する。

※　項目については、事業計画書と整合性をはかる。

９　その他（今後の課題及び対応等）

総合評価 A
・協定書、業務計画書及び指定管理者指定申請書に基づ
き管理運営業務が実施されている。

　新型コロナウイルス感染症の影響が続く中、公演、展示の両業務において人形浄瑠璃と日本の伝統文化に触れる機会
を設けた魅力的な事業を実施し、人形浄瑠璃の魅力発信を行ったこともあり、入館者数は令和３年度と比較して増加し
た。
　更なる利用者ニーズの把握・分析により、サービスの向上を図りながら主催事業等の実施をするとともに、県内リ
ピーターなど来館者増に向けた改善策を実施し、阿波人形浄瑠璃の振興を図っていく必要がある。

⑩環境への配慮
　・環境対策の状況

A
・業務計画書に基づき、エコオフィス活動が徹底されて
いる。

⑪その他
　・関係法令の遵守状況
　・情報公開請求への対応体制

A
・関係法令の遵守に努め、処理が適正に行われている。
・情報公開要綱を制定し、情報公開に努めている。

項　　　　　　目 評　価 点　検　結　果
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